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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

NVIDIA SC24 Special Address.docx 

ドキュメント 

要約してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

このスピーチは、NVIDIA の創設者兼 CEO であるジェンスン・フアン氏が、科学計算

や AI、量子コンピューティングの最前線での同社の取り組みを強調したものです。以

下は要約です： 

1. NVIDIA のスーパーコンピューティングの進化 

o 2006 年に CUDA を発表し、科学計算用の最初の GPU を開発。 

o AI スーパーコンピュータの DGX1 を 2016 年に導入。 

o NVIDIA の技術革新により、計算コストが劇的に削減され、科学分野へ

の広範な応用を実現。 

2. CUDAX ライブラリと新たな市場開拓 

o CUDAX ライブラリが多様な分野の加速計算を可能に。 

o 製造、通信、ヘルスケアなどの分野で広範囲に活用。 

3. AI の発展と科学への影響 

o AI と機械学習が科学的手法を加速。 

o 量子コンピューティングやゲノム研究などでの新しい発見の道を開拓。 

4. 次世代 AI コンピュータ「Blackwell」 

o 極限の共同設計により、あらゆるコンポーネントを最適化。 

o 世界中の工場で AI ファクトリーを構築中。 

5. 新技術と産業革命 

o Omniverse を活用したデジタルツイン技術。 

o AI を利用したヒューマノイドロボットの未来像。 

6. 科学実験とシミュレーションの加速 
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o 次世代の数値モデリングにおける大幅な効率向上。 

o 分散計算技術とリアルタイム分析を融合。 

7. 新しいライブラリの発表 

o NumPy の GPU アクセラレーション版「Kupai Numeric」。 

o 分子設計の加速を目的とした「Alchemy」。 

8. 量子コンピューティングへの取り組み 

o Google と協力し、AI スーパーコンピューティングを量子ハードウェア開

発に適用。 

o CUDA-Q を通じて高度な量子シミュレーションを可能に。 

9. 未来への展望 

o AI、科学技術、産業のさらなる変革を目指す取り組み。 

o 新たな発見や生産性向上への貢献。 

全体を通して、NVIDIA がスーパーコンピューティングと AI を利用して科学と産業を再

定義し、新しいイノベーションの時代を切り開く姿勢が強調されています。 

4o 

あなた: 

NVIDIA のスーパーコンピューティングの進化、をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

NVIDIA のスーパーコンピューティングの進化についての詳細な説明を以下にまとめ

ます。このセクションでは、NVIDIA がどのようにしてスーパーコンピューティング分野

で革新をもたらしてきたか、またその成果について述べられています。 

 

1. 初期の取り組み 

• 2006 年：CUDA の発表 

o GPU を科学計算用に活用するためのプラットフォーム「CUDA」を発

表。 
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o GPU を汎用計算に活用可能にする技術で、科学者やエンジニアがこ

れを使ってシミュレーションや解析を効率的に実行できるように。 

o この技術は科学計算や機械学習の分野で計算コストを大幅に削減。 

• 2008 年：最初の NVIDIA アクセラレーションスーパーコンピュータ 

o 日本の東京工業大学「TSUBAME」が世界初の NVIDIA アクセラレーシ

ョンスーパーコンピュータとして登場。 

o GPU アクセラレーションを活用して従来よりも高速な計算を可能に。 

 

2. スーパーコンピュータへの GPU 適用 

• 2012 年：Titan（Oak Ridge National Labs） 

o NVIDIA が提供する GPU 技術を利用した世界最速スーパーコンピュー

タ「Titan」が登場。 

o 科学計算やシミュレーションの処理時間を劇的に短縮。 

• 2016 年：DGX1（AI スーパーコンピュータ） 

o 世界初の AI スーパーコンピュータ「DGX1」を発表。 

o これを OpenAI に直接提供し、AI 研究を加速させた。 

o AI 向けハードウェアをスーパーコンピューティング領域に適応させた画

期的なステップ。 

 

3. NVIDIA のスーパーコンピューティングの進化 

• 計算コストの劇的な削減 

o CUDA の発展により、計算コストが 100 万倍以上削減された。 

o これにより、科学者がこれまで不可能だった規模の研究やシミュレーシ

ョンを実行可能に。 

• 視覚的な比喩 

o NVIDIA の技術は、次のような役割を果たすと説明： 

 「顕微鏡」：非常に微細な世界を観察可能にする。 

 「望遠鏡」：遠くの領域を探索可能にする。 

 「タイムマシン」：研究者が生涯のうちに大規模な研究を完了可

能にする。 
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4. CUDAX ライブラリの導入 

• スーパーコンピューティングの進化を支える重要な役割を果たすのが CUDAX

ライブラリ。 

o CUDA API を中心にした特定用途向けのライブラリ群。 

o 例： 

 Parabricks：ゲノム解析の加速。 

 KuLitho：半導体製造における計算リソグラフィーの高速化。 

 Omniverse：デジタルツインの構築。 

 

5. 現在と未来 

• 「Blackwell」 

o 最先端の AI スーパーコンピュータである Blackwell をフル生産中。 

o チップ、システム、ソフトウェア、アルゴリズムの全層を最適化する「エク

ストリーム・コーデザイン」を採用。 

o システム性能をさらに引き上げ、AI およびスーパーコンピューティング

の新しい水準を実現。 

• AI 時代の到来 

o AI の進化が科学に与える影響を強調。 

o 物理プロセスの大規模シミュレーションを可能にし、新しい発見を促

進。 

 

NVIDIA は、GPU アクセラレーション技術を用いてスーパーコンピューティングのコスト

と時間を大幅に削減し、科学と産業の限界を押し広げてきました。この進化は、科

学、産業、そして AI 分野において現在も続いています。 

4o 

あなた: 

CUDAX ライブラリと新たな市場開拓、をくわしく 

ChatGPT: 
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ChatGPT 

CUDAX ライブラリと新たな市場開拓について、詳細を以下にまとめます。このセクシ

ョンでは、NVIDIA の CUDAX ライブラリがどのように科学技術や産業分野において革

新をもたらし、また新たな市場を開拓しているかが述べられています。 

 

1. CUDAX ライブラリとは 

CUDAX ライブラリは、NVIDIA の GPU アクセラレーション技術を活用するためのドメイ

ン固有ライブラリ群です。CUDA を基盤とし、さまざまな分野の計算を効率化するため

に設計されています。これらのライブラリは、科学技術や産業分野において以下の役

割を果たします。 

• API とアクセラレーションの橋渡し 

o OpenGL がグラフィックアクセラレーターと API をつなぐように、CUDAX

は新しいアプリケーションを NVIDIA のアクセラレーション技術に結びつ

ける。 

• 幅広い応用分野 

o 医療、通信、製造、輸送など、多岐にわたる業界をカバー。 

 

2. 主な CUDAX ライブラリと応用分野 

医療とゲノム解析 

• Parabricks 

o 遺伝子配列のアラインメントやバリアントの呼び出しを加速。 

o ゲノム解析の計算時間を従来の方法よりも大幅に短縮。 

半導体製造 

• KuLitho 

o 計算リソグラフィーの高速化を実現。 

o チップ製造工程における計算負荷を軽減し、生産効率を向上。 

データ分析 
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• KuDF 

o SQL、Pandas、Polars、Spark といった人気のデータ処理ライブラリを高

速化。 

o 大規模データセットの処理を劇的に効率化し、データサイエンス分野で

活用。 

ベクトルデータベース 

• KuVS 

o ベクトルデータベースのインデックス作成と検索を高速化。 

o AI エージェントの構築における重要な基盤技術を提供。 

量子計算 

• KuQuantum Library 

o CUDA 上での量子回路シミュレーションを実行。 

o 量子コンピューティング研究を促進。 

デジタルツイン 

• Omniverse 

o ロボティクス、製造、物流のデジタルツインを構築・運用するためのライ

ブラリ群。 

o 複雑な物理プロセスをシミュレーション可能に。 

 

3. 最新ライブラリ：Kupai Numeric 

• 概要 

o NumPy の GPU アクセラレーション版として開発。 

o データサイエンス、機械学習、数値計算の分野で利用される広範な

NumPy ユーザーをターゲットにした新しいライブラリ。 

• 主な特徴 

o Python コードを再記述することなく、GPU クラスタに自動的に並列化。 

o 標準的な NumPy データ型を使用し、分散計算を簡易化。 

• 応用例 
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o SLAC の研究チームは Kupai Numeric を使用し、X 線レーザーから得

られるテラバイト級のデータ解析を 6 倍高速化。 

o データ解析時間を 3 年から 6 か月に短縮し、リアルタイムでの意思決

定を可能に。 

 

4. CUDNN と AI 革命 

• CUDNN の役割 

o ディープラーニングおよびニューラルネットワークの計算を高速化する

ライブラリ。 

o 大規模言語モデル（LLM）の開発を支え、ChatGPT のような AI モデル

の普及に貢献。 

• スケーリングの進化 

o 過去 10 年間で、大規模言語モデルのスケーリングを 100 万倍に引き

上げることを可能に。 

 

5. 新たな市場と産業の開拓 

CUDAX ライブラリは、新しい市場や産業を NVIDIA の技術に開放する役割を果たし

ており、以下のような分野で革新をもたらしています。 

• ヘルスケアと創薬 

o AI とゲノム解析を組み合わせることで、疾患の解明と治療法の開発を

加速。 

• 製造業 

o デジタルツイン技術により、生産プロセスの最適化と効率向上。 

• 通信分野 

o ARIAL を使用して無線通信の処理を CUDA で高速化。 

• 交通と輸送 

o 複雑なシミュレーションをリアルタイムで実行可能にし、輸送ネットワー

クの最適化を支援。 
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6. CUDAX ライブラリが生み出すエコシステムの循環 

• GPU 採用の増加 → エコシステムパートナーの拡大 → 開発者コミュニティ

の成長という好循環を形成。 

• 現在 450 以上の CUDAX ライブラリが提供され、科学や産業分野のほぼすべ

ての重要なアプリケーションをサポート。 

 

結論 

NVIDIA の CUDAX ライブラリは、科学技術と産業の多くの分野で計算を加速し、AI や

スーパーコンピューティングの新たな可能性を切り開く重要な基盤となっています。そ

の適用範囲と影響は年々拡大しており、次世代のイノベーションの鍵として位置付け

られています。 

4o 

あなた: 

AI の発展と科学への影響、をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

AI の発展と科学への影響について、NVIDIA がどのように AI 技術を進化させ、それ

が科学研究に与えた革新的な影響について詳細に説明します。 

 

1. AI の進化と計算基盤の変革 

• AI とスーパーコンピューティングの融合 

o AI は科学計算から進化し、科学を超えた多くの分野に影響を与える技

術となった。 

o 従来の「ルールとロジック」に基づいたコーディングから、「パターンと関

係性」を学習する機械学習への移行。 
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o CPU 上で実行されるコードから、GPU が処理するニューラルネットワー

クへと計算基盤が再定義。 

• AI モデルのスケーリング法則 

o モデルサイズ、データ、計算能力を拡大することで、AI モデルの性能

が予測可能な向上を示すスケーリング法則。 

o 現在の計算能力は年間 4 倍で拡大しており、10 年で 100 万倍に達す

ると予測。 

• AI スーパーコンピュータ「Blackwell」 

o 計算能力の需要に応じ、トレーニングと推論を支える新しいコンピュー

ティングプラットフォーム「Blackwell」を開発。 

o 液冷式ラックや NVLink ケーブルによるシステム設計で、高い効率性を

実現。 

 

2. AI が科学研究に与える影響 

データ解析とシミュレーションの加速 

• 大規模データ解析 

o AI は膨大なデータをリアルタイムで解析する能力を持つ。 

o 例：ゲノム解析や実験データのリアルタイム処理により、新たな知見の

発見が迅速化。 

• シミュレーションの高速化 

o AI を利用して物理プロセスを模倣することで、以前は計算不可能だっ

たスケールのシミュレーションを可能に。 

o 例：気候モデリング、量子コンピューティング。 

実験の制御と予測モデリング 

• リアルタイム制御 

o 実験の進行をリアルタイムで制御し、最適な条件での結果を得ること

が可能に。 

• 予測モデリング 

o AI は予測モデルを構築し、新たな科学的洞察を提供。 

o 例：創薬プロセスの予測的分析。 

多分野への応用 
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• 薬剤設計とゲノム研究 

o AI はタンパク質構造の予測を高速化し、新薬の発見に貢献。 

o ジェフリー・ヒントンやジョン・ホップフィールドがニューラルネットワーク

により物理学のノーベル賞を受賞。 

o AI が創薬プロセス全体を加速させる。 

• 気候変動と環境シミュレーション 

o AI は気候変動の統計モデルを構築し、シミュレーションの分解能を向

上。 

o 現在、数キロメートルスケールでの気候予測が可能。 

その他の科学分野 

• 量子コンピューティング 

o AI を活用して量子ハードウェアの開発を加速。 

o NVIDIA の CUDA-Q プラットフォームを利用した高度な量子シミュレー

ション。 

• 天文学と粒子物理学 

o AI を使用して天文データ（例：高速電波バースト）や粒子加速器のデー

タを解析。 

 

3. 科学への具体的なインパクト事例 

• NVIDIA 技術の活用事例 

o ジェノム研究: 英国 UK バイオバンクの 30 万人分のデータを基に、AI

を使用して 1300 万人分の合成データを生成。これにより、各国での人

口規模に応じたゲノム分析が可能に。 

o 気候エミュレーション: チューリッヒ大学のシステムで 80 ペタフロップス

の計算能力を実現し、地球全体の高解像度データを取得。 

• エネルギー効率の向上 

o AI による計算時間の短縮により、エネルギー消費量を大幅に削減。 

o 例：テキサス高度計算センターが 2.5 億セル問題を解決する際、従来

比 110 倍のスピードアップと 6 倍のエネルギー効率を達成。 

 

4. AI と科学の相互強化 
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• 科学による AI の進化 

o 科学計算で得られた知見が AI のアルゴリズム改良を促進。 

• AI による科学の変革 

o AI を利用して科学的手法そのものを拡張。 

o 例：物理、化学、生物学における計算時間の短縮と精度向上。 

 

5. 今後の展望 

• AI は科学研究の全てのプロセスを高速化し、より多くの研究者が高度なツー

ルにアクセスできるようにする。 

• NVIDIA は、AI とスーパーコンピューティングを活用して科学的発見の新時代

を切り開くことを目指している。 

 

NVIDIA の AI 技術は、科学研究の効率を飛躍的に高め、これまで不可能だった発見

を可能にしています。AI の進化は今後も科学的手法の改革をもたらし、多くの分野に

わたる新しい発展の基盤となるでしょう。 

4o 

あなた: 

次世代 AI コンピュータ「Blackwell」、をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

 

NVIDIA Blackwell アーキテクチャ 

nvidia.com 

 

https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
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NVIDIA の次世代 AI コンピュータ「Blackwell」は、生成 AI とアクセラレーテッドコンピュ

ーティングの新時代を切り開く革新的なアーキテクチャです。以下に、その主要な特

徴と技術的なブレイクスルーを詳しく説明します。 

1. アーキテクチャの概要 

• デュアルダイ設計: Blackwell GPU は、2 つのレチクル限定ダイを統合した単

一 GPU で構成され、チップ間相互接続は 10 テラバイト/秒（TB/s）に達しま

す。  

NVIDIA 

• トランジスタ数: 2080 億個のトランジスタを搭載し、TSMC のカスタムビルドさ

れた 4NP プロセスで製造されています。  

NVIDIA 

2. 第 2 世代 Transformer Engine 

• 新精度の追加: Blackwell Tensor コアは、新しいコミュニティ定義のマイクロス

ケーリングフォーマットを含む新精度を追加し、混合エキスパート（MoE）モデ

ルの推論を大幅に強化します。  

NVIDIA 

• FP4 AI の実現: 4 ビット浮動小数点（FP4）AI を可能にし、性能と精度を最適化

します。  

NVIDIA 

3. セキュリティ機能 

• NVIDIA コンフィデンシャルコンピューティング: ハードウェアベースの強力なセ

キュリティで機密データや AI モデルを保護します。  

NVIDIA 

https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
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• TEE-I/O 対応: 業界初の TEE-I/O 対応 GPU であり、NVLink によるインライ

ン保護で高性能なコンフィデンシャルコンピューティングソリューションを提供し

ます。  

NVIDIA 

4. NVLink および NVLink Switch 

• 第 5 世代 NVLink: 最大 576 個の GPU まで拡張可能で、エクサスケールコン

ピューティングと兆単位パラメータ AI モデルの性能を最大化します。  

NVIDIA 

• NVLink Switch Chip: 1 つの 72-GPU NVLink ドメイン（NVL72）で 130TB/秒の

GPU 帯域幅を提供し、NVIDIA SHARP FP8 をサポートすることで、4 倍の帯域

幅効率を実現します。  

NVIDIA 

5. Decompression Engine 

• データ分析の高速化: LZ4、Snappy、Deflate などの最新の圧縮形式をサポー

トし、データベースクエリのパイプライン全体を高速化します。  

NVIDIA 

6. RAS（信頼性、可用性、保守性）エンジン 

• インテリジェントな回復性: 専用の RAS エンジンにより、潜在的な障害を早期

に特定し、ダウンタイムを最小限に抑えます。  

NVIDIA 

7. 市場への影響と展望 

• 高い需要: Blackwell は主要顧客から高い需要があり、今後 12 か月間は完売

状態が続くと報じられています。  

Investors.com 

https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.investors.com/news/technology/nvidia-stock-nvda-blackwell-on-schedule/?utm_source=chatgpt.com
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• 生産と供給: 一部で過熱問題が報じられていますが、NVIDIA はこれらの課題

に対処し、製品の供給を確保しています。  

ビジネスインサイダー 

Blackwell は、NVIDIA の技術革新の集大成として、AI とアクセラレーテッドコンピュー

ティングの新たな可能性を切り開く製品です。 

情報源 

 

 

 

4o 

あなた: 

新技術と産業革命、について講演の中で話したことを詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

講演の中で語られた「新技術と産業革命」について、詳細を以下にまとめます。この

セクションでは、NVIDIA がどのように技術革新を推進し、さまざまな産業を変革して

いるかが強調されています。 

 

1. 新技術の推進とその役割 

デジタルツイン技術の拡大 

• Omniverse の活用: 

o デジタルツイン技術を支える基盤として「Omniverse」を紹介。 

o 製造、物流、ロボティクスにおけるデジタルツインの構築を支援。 

https://www.businessinsider.com/nvidia-blackwell-chip-ai-overheating-delay-share-price-2024-11?utm_source=chatgpt.com
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o 物理シミュレーション、AI モデル、リアルタイムデータ処理を統合し、製

品設計やシステム運用の効率化を実現。 

リアルタイムデジタルツインの事例 

• 例: 風洞実験を仮想環境で再現する「リアルタイム風洞」。 

o NVIDIA Modulus フレームワークを活用して AI モデルをトレーニング。 

o 設計変更を即時反映し、その影響をリアルタイムで評価可能。 

次世代設計ワークフロー「Omniverse Blueprint」 

• NVIDIA の加速ライブラリと物理ベース AI フレームワークを組み合わせ、設計

プロセスを大幅に短縮。 

• 例: 車両設計において、空力特性のシミュレーションを数週間から数秒に短

縮。 

 

2. AI がもたらす新産業革命 

AI ファクトリーの登場 

• AI ファクトリーを「デジタルインテリジェンスを生産する新たな産業」として位置

付け。 

• 大規模 AI モデルの開発やトレーニングを行う施設が、次世代の産業革命の

中核となる。 

AI の生産性向上への寄与 

• ビジネス分野での活用: 

o AI がマーケティング、販売、サプライチェーン管理、設計・開発に至る

まで、企業全体で生産性を向上。 

o 例: チップ設計やソフトウェア開発に AI エージェントを導入し、作業効

率を大幅に改善。 

• ヒューマノイドロボットの未来: 

o AI を搭載したヒューマノイドロボットが、製造、物流、サービス業におけ

る多様なタスクを遂行可能に。 
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o 実演では、最低限のデモンストレーションで新しい作業を学ぶ能力を紹

介。 

 

3. 新技術による産業別の変革 

製造業 

• リアルタイム設計とシミュレーション: 

o 製品設計の試行回数を増やし、コスト削減と製品の市場投入までの時

間短縮を実現。 

o 例: 自動車、航空機、造船業での応用。 

エネルギーと環境 

• 持続可能性の向上: 

o 風力発電や地震シミュレーションで、エネルギー効率を最大化する技

術を導入。 

o 例: 東京大学の地震研究所と RIKEN が、86 倍の計算速度と 32 倍の

エネルギー効率を達成。 

ヘルスケア 

• AI 創薬と診断支援: 

o NVIDIA の Bionemo フレームワークを活用し、新薬の開発プロセスを効

率化。 

o 医療診断における AI 活用で、精度の高い予測と治療計画を支援。 

輸送と物流 

• スマートシステムの実現: 

o AI を活用した最適化技術により、輸送ネットワークの効率を向上。 

 

4. 新技術のエコシステム形成 

CUDAX ライブラリの進化 
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• CUDAX ライブラリを通じて、多くの産業で AI 活用を推進。 

• 450 以上のライブラリが、さまざまな用途向けに設計され、科学技術や産業界

をサポート。 

パートナーシップの拡大 

• Foxconn との連携: 

o AI ファクトリーの生産施設を米国、メキシコ、台湾で構築。 

o Omniverse を活用して工場の立ち上げを迅速化。 

 

5. 経済全体への影響 

• AI と新技術は、世界経済の 100 兆ドル規模の産業すべてを再定義する可能

性を持つ。 

• 生産性の向上、新しい雇用の創出、持続可能な成長の実現を目指す。 

 

NVIDIA の講演では、新技術と AI がどのように次世代の産業革命を牽引し、社会全

体に革新をもたらしているかが詳細に語られました。特に、AI ファクトリーやデジタル

ツインのような具体的な取り組みが、未来の産業基盤を形作る重要な要素として位置

づけられています。 

4o 

あなた: 

科学実験とシミュレーションの加速、について講演の中で話したことを詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

講演で取り上げられた「科学実験とシミュレーションの加速」について、以下に詳細を

説明します。このセクションでは、NVIDIA が AI 技術とスーパーコンピューティングを

活用し、科学実験やシミュレーションの効率を劇的に向上させていることが強調され

ました。 
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1. 科学実験の加速 

リアルタイムデータ解析 

• 膨大なデータ量の処理 

o 高度な観測装置や実験装置（例：X 線レーザー、粒子加速器、放射線

望遠鏡）から生成される膨大なデータをリアルタイムで処理。 

o 例: SLAC の研究チームは、NVIDIA の技術を使用し、1 秒あたり 120

ショットの X 線データを解析。60 時間の実験で得られる数テラバイトの

データを従来より 6 倍高速に処理し、実験中のリアルタイム意思決定

を可能に。 

天文学における AI 活用 

• 高速電波バースト（FRB）の検出 

o NVIDIA Holoscan を利用して、アレン望遠鏡アレイで収集されるデータ

をリアルタイム処理。 

o これにより、従来の方法より 100 倍多くのデータを解析可能となり、新

たな天体現象の発見が加速。 

エネルギー消費の削減 

• 実験データの処理速度向上により、計算時間が短縮され、エネルギー消費が

大幅に削減。 

• 例: テキサス高度計算センターが従来比 6 倍のエネルギー効率で流体力学

シミュレーションを実行。 

 

2. シミュレーションの加速 

AI による物理プロセスのエミュレーション 

• AI を利用して物理プロセスを再現し、従来の数値モデリングでは実現できな

かった規模のシミュレーションを可能に。 

• 例: 

o 気候モデリング: 
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 地球全体の気候エミュレーションを数キロメートルスケールで実

現。 

 チューリッヒ大学では、0.8 エクサフロップスの計算能力を活用

して高精度シミュレーションを実施。 

o 地震シミュレーション: 

 東京大学の地震研究所が RIKEN と協力し、86 倍の計算速度と

32 倍のエネルギー効率で地震波をモデル化。 

デジタルツインと設計プロセスの短縮 

• デジタルツインの活用 

o Omniverse Blueprint を基盤とし、リアルタイムでの物理シミュレーショ

ンとデータ可視化を実現。 

o 例: 自動車設計における空力特性シミュレーションを数週間から数秒

に短縮。 

Kupai Numeric による科学計算の高速化 

• NumPy 互換の GPU アクセラレーション 

o Kupai Numeric を使用することで、Python コードを再記述せずに GPU

クラスタで分散計算を実行可能。 

o 例: スタンフォード大学の流体力学研究チームが計算を 6 倍高速化

し、設計の試行回数を増加。 

 

3. 大規模シミュレーションの成功事例 

ゲノム研究 

• 英国 UK バイオバンクの 30 万人分のデータをもとに、13 万人分の合成データ

を生成。 

• NVIDIA 技術を利用し、ゲノム間の関連性や疾患リスクをより詳細に解析。 

粒子物理学 

• CERN の LHC 加速器で発生する 5 テラバイト/秒のデータを処理し、新しい粒

子の発見に寄与。 
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• 今後、2030 年のアップグレードにより 25 テラバイト/秒の処理能力が求められ

る。 

材料科学 

• 材料の力学特性を解析し、シミュレーション時間を短縮することで新材料の開

発を加速。 

 

4. エネルギー効率の向上 

• スーパーコンピューティングの設計が、計算速度の向上とエネルギー消費の

削減を両立。 

• 例: NVIDIA Grace Hopper プロセッサを使用した風力発電シミュレーションで、

エネルギー効率を従来比 4 倍に向上。 

 

5. 今後の展望 

• AI 技術のさらなる進化により、これまで計算時間やコストの制約で不可能だっ

た科学実験やシミュレーションが現実のものになる。 

• NVIDIA は、科学者が AI を活用して新しい発見を迅速に行えるよう支援する

技術基盤を提供し続ける。 

 

NVIDIA の AI 技術とスーパーコンピューティングは、科学実験とシミュレーションを根

本的に変革し、リアルタイム性と効率性を飛躍的に向上させています。これにより、研

究者たちはより短期間で革新的な成果を上げることが可能になっています。 

4o 

あなた: 

新しいライブラリの発表、について講演の中ではなしたことをくわしく 

ChatGPT: 
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ChatGPT 

NVIDIA は、最新の講演で新しいライブラリの発表を行い、科学技術や産業分野にお

ける計算処理の効率化と AI 活用の促進を強調しました。以下に、講演で取り上げら

れた主なライブラリとその特徴を詳しく説明します。 

 

1. CUDAX ライブラリの拡充 

NVIDIA は、特定のドメイン向けに最適化された CUDAX ライブラリを提供し、各分野

の計算処理を大幅に高速化しています。 

• Parabricks: ゲノム解析の高速化を実現し、遺伝子配列のアラインメントやバ

リアントの検出を迅速に行います。 

• KuLitho: 半導体製造における計算リソグラフィーを高速化し、チップ製造工程

の効率を向上させます。 

• KuDF: データ分析の分野で、SQL、Pandas、Polars、Spark などのデータ処理

ライブラリを高速化し、大規模データセットの処理を効率化します。 

• KuVS: ベクトルデータベースのインデックス作成と検索を高速化し、AI エージ

ェントの構築を支援します。 

• KuQuantum: 量子計算のシミュレーションを CUDA 上で実行し、量子コンピュ

ーティング研究を促進します。 

• Omniverse: ロボティクス、製造、物流のデジタルツインを構築・運用するため

のライブラリ群で、複雑な物理プロセスのシミュレーションを可能にします。 

 

2. 新ライブラリ「Kupai Numeric」の発表 

NVIDIA は、新たに「Kupai Numeric」を発表しました。 

• 概要: NumPy の GPU アクセラレーション版として開発され、データサイエン

ス、機械学習、数値計算の分野で広く利用される NumPy ユーザーを対象とし

ています。 

• 主な特徴: 

o Python コードの再記述なしで、GPU クラスタ上で自動的に並列化を実

現します。 
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o 標準的な NumPy データ型を使用し、分散計算を簡易化します。 

• 応用例: 

o SLAC の研究チームは、Kupai Numeric を使用して X 線レーザーから

得られるテラバイト級のデータ解析を 6 倍高速化し、データ解析時間を

3 年から 6 か月に短縮しました。 

 

3. CUDNN と AI 革命の推進 

NVIDIA の CUDNN ライブラリは、ディープラーニングおよびニューラルネットワークの

計算を高速化し、大規模言語モデル（LLM）の開発を支えています。 

• スケーリングの進化: 過去 10 年間で、大規模言語モデルのスケーリングを

100 万倍に引き上げることを可能にしました。 

 

4. 新たな市場と産業の開拓 

CUDAX ライブラリは、新しい市場や産業を NVIDIA の技術に開放する役割を果たし

ています。 

• ヘルスケアと創薬: AI とゲノム解析を組み合わせることで、疾患の解明と治療

法の開発を加速します。 

• 製造業: デジタルツイン技術により、生産プロセスの最適化と効率向上を実現

します。 

• 通信分野: ARIAL を使用して無線通信の処理を CUDA で高速化します。 

• 交通と輸送: 複雑なシミュレーションをリアルタイムで実行可能にし、輸送ネッ

トワークの最適化を支援します。 

 

NVIDIA の新しいライブラリは、各産業分野における計算処理の効率化と AI 活用の

促進を目指し、技術革新を推進しています。 

情報源 

4o 
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あなた: 

量子コンピューティングへの取り組み、について講演の中ではなしたことをくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

NVIDIA は、量子コンピューティング分野での取り組みを強化し、ハイブリッド量子-古

典コンピューティングの発展を推進しています。以下に、講演で取り上げられた主な

内容を詳しく説明します。 

 

1. NVIDIA Quantum Cloud の導入 

NVIDIA Quantum Cloud は、量子コンピューティングエコシステム全体に向けて、強力

な量子コンピューティングプラットフォームへのアクセスを提供します。  

NVIDIA 

• 対象ユーザー: 

o 量子研究者、開発者、エンタープライズエンドユーザー、スーパーコン

ピューティングセンター、QPU（量子プロセッサ）を開発するスタートアッ

プ企業など。 

• 機能: 

o Quantum Cloud API を通じて、さまざまな NVIDIA GPU システムで

CUDA Quantum ジョブを実行可能。 

o 汎用クラウド量子コンピューティングアクセスを提供し、幅広いアプリケ

ーションでの利用を促進。 

 

2. CUDA Quantum の提供 

NVIDIA® CUDA® Quantum は、量子と古典のハイブリッドコンピューター向けの統合

型プログラミングモデルを提供します。  

NVIDIA 

https://www.nvidia.com/ja-jp/solutions/quantum-computing/
https://www.nvidia.com/ja-jp/solutions/quantum-computing/
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• 特徴: 

o QPU、量子エミュレーション、GPU、CPU の統合とプログラミングを一つ

のシステムで実現。 

o 高性能を実現し、現代のアプリケーションやプログラミングパラダイムと

相互運用可能。 

o オープンソースとして提供され、量子と古典のハイブリッドアプリケーシ

ョンの開発と実行を支援。 

 

3. cuQuantum の活用 

NVIDIA cuQuantum は、量子回路シミュレーションを加速するための SDK です。  

NVIDIA 

• 機能: 

o Cirq、Qiskit、Pennylane などの主要な量子フレームワークと統合され、

研究者がスケーラブルで高性能な量子ビットシミュレーションを実現。 

o cuStateVec と cuTensorNet を通じて、量子ビットの数や深さに応じた

シミュレーション手法を提供。 

o cuQuantum Appliance は、複数の GPU やノードにわたる強スケーリン

グと弱スケーリングに優れ、マルチノードシミュレーションでコード変更

なしに最大 2 桁のスピードアップを実現。 

 

4. DGX Quantum の開発 

NVIDIA DGX™ Quantum は、Quantum Machines との共同開発による量子-古典コン

ピューティングの統合型アーキテクチャです。  

NVIDIA 

• 特徴: 

o NVIDIA の Grace Hopper™ Superchips と Quantum Machines の OPX 

Control System を組み合わせ、量子制御システムと GPU 間の遅延を

マイクロ秒以下に抑制。 

https://www.nvidia.com/ja-jp/solutions/quantum-computing/
https://www.nvidia.com/ja-jp/solutions/quantum-computing/
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o 量子エラー訂正、校正、制御を GPU で高速化し、リアルタイムで提供。 

o QPU に依存せず、数個から数千個の量子ビット、1 基の GPU から量

子で高速化するスーパーコンピューターまで、スケーラブルなコンピュ

ーティング要件に対応。 

 

5. cuPQC によるポスト量子暗号の強化 

NVIDIA cuPQC は、量子コンピューターの脅威に対抗するデータセキュリティを前進さ

せるため、ポスト量子暗号（PQC）アルゴリズムを高速化します。  

NVIDIA 

• 重要性: 

o 量子コンピューターが現在の公開鍵暗号化メカニズムを破る可能性が

あるため、組織は量子コンピューティング攻撃に耐えられるアルゴリズ

ムへの移行が急務。 

 

6. 学術機関との連携 

NVIDIA は、量子コンピューティングに対応できる人材を育成するため、学術機関と連

携し、CUDA Quantum を大学の授業として導入しています。  

NVIDIA 

• 取り組み: 

o インタラクティブなプログラミング演習や動画を完備した、自分のペース

で進められるオンラインモジュールを提供。 

o 学生はシミュレーターと量子ハードウェアの両方を利用して量子アルゴ

リズムを開発・最適化し、研究プロジェクトを完成させるためのスキルを

習得。 

 

NVIDIA は、これらの取り組みを通じて、量子コンピューティングの研究と実用化を加

速し、科学的発見の未来を推進しています。 

https://www.nvidia.com/ja-jp/solutions/quantum-computing/
https://www.nvidia.com/ja-jp/solutions/quantum-computing/
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情報源 

 

4o 

あなた: 

未来への展望、をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

NVIDIA の講演で語られた「未来への展望」について、以下に詳しく説明します。この

セクションでは、NVIDIA が AI やスーパーコンピューティング技術を活用し、未来の産

業、科学、社会にどのような変革をもたらすかを描いています。 

 

1. AI が切り開く未来の産業構造 

AI ファクトリーの時代 

• AI ファクトリーの定義 

o NVIDIA は、AI ファクトリーを「デジタルインテリジェンスを生産する新し

い産業」と定義。 

o トレーニング済み AI モデルや推論システムを大量生産し、各業界に提

供する場としての役割。 

• 生産性と雇用への影響 

o AI エージェントが企業のあらゆる部門で生産性を向上。 

o 例: サプライチェーン管理、チップ設計、マーケティング、ソフトウェア開

発。 

o 新しい職種や雇用の創出も期待。 

ヒューマノイドロボットの進化 

• 次世代ロボットの特性 

o AI によって、適応力が高く、最低限のデモで新しいタスクを学ぶ能力を

持つロボットを開発。 
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o 製造業、物流、サービス業などで幅広く応用。 

• 産業と労働の再定義 

o ロボットが従来の人間の仕事を補完し、作業効率を向上。 

o 労働力不足の解消や新たな産業の可能性を創出。 

 

2. 科学と AI の融合 

科学的発見の加速 

• AI が科学に与える影響 

o AI は科学的手法を拡張し、データ解析、シミュレーション、予測モデル

構築を高速化。 

o 例: 気候変動予測、ゲノム解析、創薬。 

• デジタルツインと実験の効率化 

o デジタルツインを活用して複雑な物理現象をリアルタイムで再現。 

o 科学実験の設計と実行を効率化。 

量子コンピューティングの実用化 

• 量子コンピューティングの展望 

o NVIDIA は、量子コンピューティングと古典コンピューティングのハイブ

リッドモデルを推進。 

o CUDA Quantum や cuQuantum を通じて、量子アルゴリズムの開発を

加速。 

• 社会的インパクト 

o 化学反応のシミュレーション、材料設計、セキュリティ技術の強化など、

幅広い分野での応用が期待される。 

 

3. 持続可能な社会の実現 

エネルギー効率の向上 

• 計算の効率化 
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o スーパーコンピューティングや AI 技術を通じて、計算コストとエネルギ

ー消費を削減。 

o 例: NVIDIA の Grace Hopper プロセッサが風力発電や地震シミュレー

ションの効率を向上。 

• 環境保護と技術の調和 

o AI がエネルギー生産、気候モデリング、資源管理の最適化に貢献。 

新しい産業革命 

• 全産業への影響 

o AI が 100 兆ドル規模の産業すべてに影響を及ぼし、グローバル経済

の形を変革。 

o 新技術による持続可能な成長を目指す。 

 

4. 社会全体への AI の普及 

個人と社会の生活の変化 

• AI 支援ツールの普及 

o AI は教育、医療、福祉、エンターテインメントなど、日常生活のさまざま

な場面で利用されるように。 

o 例: AI チャットボット、健康管理アプリ、AI 支援型教育システム。 

経済格差の解消 

• 技術の民主化 

o NVIDIA は AI 技術をオープン化し、多様なコミュニティや新興国への普

及を目指す。 

o 科学的知見や技術へのアクセスを全世界で平等に提供。 

 

5. 技術エコシステムの形成 

パートナーシップの拡大 

• 業界との協力 
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o NVIDIA は Foxconn をはじめとする企業と協力し、AI ファクトリーやデジ

タルツイン技術を実現。 

o 顧客やパートナーとのコラボレーションを通じて、新技術を迅速に市場

に提供。 

開発者コミュニティの強化 

• オープンソースの推進 

o CUDAX ライブラリや CUDA Quantum をはじめとするオープンソース技

術で、開発者がイノベーションを生み出す環境を提供。 

o 世界中の科学者、エンジニア、開発者が NVIDIA の技術を利用。 

 

6. 経済と社会の変革 

• 次世代の産業基盤 

o AI、スーパーコンピューティング、量子コンピューティングの技術革新

が、経済と社会の基盤を再構築。 

o すべての業界で効率化とイノベーションを促進。 

• グローバルな技術リーダーシップ 

o NVIDIA は、技術革新をリードする企業として、次世代の科学と産業の

進化を支える役割を果たすことを目指している。 

 

NVIDIA は AI やスーパーコンピューティング技術を活用し、産業革命の次の波を創り

出すだけでなく、科学的発見の加速と持続可能な未来の実現を目指しています。この

講演では、技術がもたらす未来の可能性と社会への影響について強調されました。 
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